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4７　特色あるキャリア教育を推進する

　普通科第1学年はサタデース
クールにおける進路講演講座、
普通科第2学年はキャリアパー
トナーシップを中心に、キャリア
教育を実践できた。理数科及び
国際コミュニケーション科の、３
年間のキャリア教育（進路）計画
を作成した。
　各自の進路に興味・関心のあ
る分野を調査、研究、発表する
学習活動を実施できなかった。

一年生にはサタデース
クール内において進路講
演講座を実施し、他に頼
らない独自の内容で推進
できた。キャリアパート
ナーシップ・ボランティア
活動など、さらに法人内
専門学校の協力を借りて
進めていた。

４　国際化教育を充実させる

５　中高６カ年一貫教育を充実させる

①　育てていきたい生徒像と教
育目標を定め、授業及び課外活
動で教育目標を実現するための
特色を持たせた。
②　学習成果の確認は、年度当
初に一部では行われたが、通年
での確認ができなかった。
③　人間力をつける指導は、成
長期にある生徒に対しては行わ
れた。

学力向上と高校1年次
からの研究活動実施
を両輪とした教育活動
により、バランス感覚
に優れた人材の育成
が始まった。

６　特色ある理数教育を推進する

①　理数科第２学年で必修化さ
れた理数課題研究が、数学科・
理科教員を中心に展開された。
②　SSHのために、実験室３室と
準備室１室が同一フロアーに整
備され、課題研究活動を促進さ
せ、研究活動の活性化を図るこ
とができた。
③　理数科スーパーアドバンス
コースでは、科学者、研究者に
直接係る機会を設けることがで
きた。

理数科全クラスにおい
て課題研究を実施し
た。ガイダンスから論
文集の作成まで、一連
の指導の流れを検証
されていた。

２　進学実績の向上

①　国公立大学合格が73人で、
50人突破連続を７年とし、中でも
最高記録を達成した。併せて、
難関私立大学に16名を合格さ
せることができた。
②　各教科担任が経験に基づく
指導は行われているが、組織的
な指導が不足している。
③　模擬試験結果の回覧や外
部講師による分析会が行われ
ているが、自校内での分析会が
不足している。

質、量ともに、十分な
成果（大学合格者数）
を出せた。個別指導が
定着し、どの教員も高
い意識を持って指導し
ていただいたことが勝
因である。

３　法人傘下の高校としての使命を果たす

①　法人内学校と連携し、大
学、専門学校への志願者目標
値達成を図るが、大学へは60名
以上目標に対し51名、専門学校
へは50名以上目標に対し92名
とした。
②　社会的ニーズに応えられる
人材育成を念頭に置いた学習
支援のプログラムを開発はでき
なかった。
③　スペシャリストとしての価値
観が高められる支援活動を展
開できなかった。

法人内学校と連携し、
大学、専門学校への
志願者目標値達成を
図り、大学へは60名以
上目標に対し51名、専
門学校へは50名以上
目標に対し92名とし
た。

①　本校独自のプログラムと
なったSKYSEFにおいて、海外
高校16校を集めた国際フォーラ
ムが開催できた。
②　国際フォーラムとは別に、市
内のSSH校２校と連携し、科学
英語発表会を開催できた。
③　短期・中期の語学研修が実
現できるよう、姉妹校との提携を
拡大できなかった。

SSH活動でSKYSEFを
開催、イタリア研修、他
SSH校の海外研修へ
の参加等、生徒が海
外に行く機会が多く
あった。

今年度の重点目標 学校側の成果と課題 学校関係者からの意見

１　募集定員を必達する

①　体験入学、学校説明会、保
護者対象説明会、静岡理工科
大学見学会、塾対象説明会を
開催。中学校主催の説明会、塾
主催の説明会に数多く参加し
た。②　学校説明用パワーポイ
ントを共有し、中学校や塾主催
の説明会では統一された内容
でプレゼンテーションを実施し
た。
③　学則定員440人に対し、485
人を入学させることができた。

学校説明会において、
教員が一丸となり、来
校者に熱心に説明す
ることができた。その
成果もあり、募集定員
を達成することができ
た。

平成２５年度　学校関係者評価（結果）

学校法人静岡理工科大学　静岡北高等学校 森竹鍵治

学校教育目標

１．常に誠実で、清らかな心をもって物事に真剣に取り組むことができる人材を育成
する。２．現状に甘んじることなく、日々新しいものを創り出そうとする気持ちをもち、
何事にも積極的に挑戦していく人材を育成する。
３．技術の進歩が著しい今日、大学院・大学・専門学校という高等教育機関の場に
おいて、高度な科学技術を習得できるように、基本的な学習を身に付ける。

【総合評価】
生徒に寄り添って目標を達成する姿勢が静岡北高校の教
育風土となりつつある。
　学校に対して厚い信頼を寄せている生徒が多くいること
が静岡北高校の強みである。今後も教職員が一体となって
教育活動を展開し、さらなる発展に繋がると信じている。
　

教育方針 将来、科学技術に夢と希望をもち、創造性豊かな人材育成の基礎をつくる。
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領域 評価

学校
経営

4

教育
課程
・

学習
指導

4

生徒
指導

4

進路
指導

4

安全
管理

4

保健
管理

4

特別
支援
教育

4

法人のスケールメリッ
トをいかし、本校独自
の高・大、高・専一貫
教育を推進し学園全
体の活性化を図る。ま
た、課題研究を推進し
他校との差別化を図り
つつ、進路実績につな
げる。

高・大一貫教育、高・
専一貫教育、外部機
関との連携教育、SSH
事業への取り組み、課
題研究

高・大一貫教育につい
ては、大学との連携や
情報交換を、今後一層
深めていく。高・専一貫
コースの専門学校別
人数に差異が生じた
（静岡産業技術専門学
校は増、静岡デザイン
専門学校は減）ので、
各専門学校から最新
の情報提供をしてもら
い、進学者とコース選
択者の増加を図る。

高・大一貫教育、高・
専一貫教育の内容の
検証と検討が行われ、
社会で求められる課題
発見力、課題解決力、
プレゼンテーション力、
コミュニケーション力を
身に着けさせるために
課題研究を推進させ
た。

高・大一貫コース２年
生には、出張講義・夏
季実験講座の事前・事
後指導を行い、生徒の
最先端の研究に対す
る関心を高めた。高専
一貫教育は中身はうま
くいっていると思う。生
徒保護者の意識も高
い。

高大一貫教育・高専一
貫教育の内容の検証
と検討し、
社会で求められる課題
発見力、課題解決力、
プレゼンテーション力、
コミュニケーション力を
身に着けさせるために
課題研究を推進してい
ただきたい。

生徒の健康管理のた
めの検診計画を作成・
実行し、疾病者に対す
る治療勧告を確実に
行う。また部活動の活
性化を図り、ボランティ
ア活動に積極的に取り
組む。

検診計画、健康管理
指導、運動部・文化部
の活性化、ボランティ
ア活動への参加

治療・相談に来るの
で、やむを得ないこと
ではあるが、年間3,000
人の来室に対して、保
健体育課、学年部と連
携して、対策を講じる。
また、教職員の健康管
理・改善の推進を図る

生徒の保健委員会を
活性化させることは不
足していた。利用人数
が増加傾向にある心
の相談で来室した生徒
への対応を、生徒相談
員やスクールカウンセ
ラーと連絡を密に取り
合い行うことができた。
保健室の管理（薬品、
個人情報）機能を高め
るための対策は講じた
（薬品庫の施錠、学
校・家庭間連絡封筒作
成）。

日常的な疾病や怪我
も含め、様々な問題を
抱える生徒も年々増加
している傾向の中で、
減らすことは難しい
が、その都度誠意ある
的確な対応が求めら
れる今日、保健体育課
として保健室と連携
し、事故・問題発生に
対して真剣に取り組ん
できた。

生徒の保健委員会を
活性化させ、健康管
理、怪我防止への日
常の呼びかけを行って
いく。利用人数が増加
傾向にある心の相談
で来室した生徒への対
応を、生徒相談員やス
クールカウンセラーと
連絡を密に取り合い
行っていただきたい。

日常から防災に対する
意識を高め、予期せぬ
災害時に適切な対応
ができる体制作りをす
ることが必要。また、学
校としても校内の危険
個所の定期的な点検、
スクールバスの安全運
行といった意識を常に
持ち合わせることが必
要。

防災訓練（校内・校
外）、災害時の対応、
安全な教育環境、安全
なスクールバスの運行

防災という単独の発想
ではなく、教科・行事に
安全教育の項目を取り
入れ、安全教育（災害
安全・生活安全・交通
安全）の効果を高め
る。教職員について
は、日常の交通安全、
運転マナーの向上に
ついて呼び掛けを行
う。

防災訓練の一環とし
て、津波に対する避難
訓練も実施した。防災
マニュアルに則した各
種の防災訓練を実施
する必要がある。ス
クールバスの安全運
行は図られた。

防災訓練では大学教
授による講義をいただ
き知識の定着を図っ
た。スクールバスも事
故なく1年間が終了で
きた。AEDの点検を定
期的に行い、新しいガ
イドラインに沿ったAED
を購入していただくこと
になった。

震災に遭った際、今ま
ではマニュアルにのっ
とっての集団行動が主
であったが、今後は、
個々に生き抜く意識の
高揚とその実践的防
御策を指導することが
大切と考える。防災教
育を推進していただき
たい。

学校の方針に基づい
た進路指導を展開し、
個々の生徒の進路希
望に即した緻密な指導
を実行する。また、本
校独自のキュリア教育
を実施する。

学校の方針に基づく進
路指導、生徒への情
報提供、個々の生徒
への対応、就職指導、
進学指導、キャリア
パートナーシップ事業

現在行われている指
導を精査し、学科・コー
ス（進路）別の進路指
導を補完する教材を検
証し、活用を図る。ま
た、キャリアパートナー
シップの拡充（参加生
徒、協力企業）を図る。
第３学年の就職希望
者については、早期か
らの就職活動・就職試
験の対策を講じる。

学科・コース・学年にお
ける進路指導が心掛
けられた。進路学習、
進路講演、コース選択
説明会、キャリア・パー
トナーシップ、大学説
明会などを通じて、生
徒個々が将来に向け
た進路意識は高まって
いる。

生徒の進路に合わせ、
キャリアパートナーシッ
プ先を選び、積極的に
参加させることができ
た。就職希望者に対し
ても、高校2年生の段
階で就職試験用の問
題集を用意させ、対策
をとることができた。

これまでの成果に満悦
することなく、時代の主
流を捉え、各界に求め
られる人材の育成を図
れるような教育プログ
ラムに期待します。

健全な高校生活を送
れるような生徒への啓
発活動を行い、個々の
生徒へのサポート体制
を家庭との協力のもと
確立し、生徒理解に努
める。また自立した生
徒の育成のための支
援をする。

生徒への啓発活動、
家庭との連携、事前・
事後指導体制、人間
教育、生徒理解、基本
的な生活習慣の確立、
自立した生徒の諸活
動

創立50周年記念事業
とその事前準備等を通
して、本校の歴史・伝
統とともに目指す学校
像・生徒像について生
徒への啓発活動を行
い、自立した生徒の育
成のための支援をす
る。

生徒への啓発活動、
家庭との連携、事前・
事後指導体制、人間
教育、生徒理解、基本
的な生活習慣の確立
は図れた。心の成長を
促進するような学校行
事の計画や、生徒が
積極的に外部との交
流に参加できるような
計画を立案することは
不足していた。

特別な生徒指導件数
は減らすことはできな
かったが、その他の生
徒において、健全な生
活習慣確立や高校生
としての自覚の深まり
が、５０周年記念行事
や各学校行事を通じて
垣間見ることができ
た。

心の成長を促進するよ
うな学校行事の計画
や、生徒が積極的に外
部との交流に参加でき
るような計画を立案し、
価値観が多様化してく
る社会を自ら知り、自
ら解決していく能力を
高めていただきたい。

適切な教育課程が編
成され、学習目標・計
画が明示され、日常の
学習活動を効果的に
展開する。

教育課程、学習目標・
計画・指導、課題実
施、学習状況把握

各教科において、新学
習指導要領の導入準
備は完了した。導入・
実施される第１・２学年
で、適切な教育課程が
編成され、学習目標・
計画の明示により、日
常の学習活動を効果
的に展開されているか
を検証する。

　新学習指導要領に基
づいた、教科指導の推
進を図れた（特に先行
実施となった数学・理
科）。
　家庭学習（探究型学
習）の定着を図るため
には、家庭学習の記録
を一部の学科・コース
では実施された。
　コース制の変更（体
育コース・普通コース
の廃止、進学コースの
改名）に伴う、生徒の
進路（コース）選択に対
して適切な助言指導は
行えた。

　新学習指導要領に基
づいた、各教科の指導
推進を図れた。家庭学
習（探究型学習）の定
着を図るためには、家
庭学習の記録を一部
の学科・コースでは実
施された。２年目となる
コース制の変更（体育
コース・普通コースの
廃止、進学コースの改
名）に伴う、生徒の進
路（コース）選択に対し
て適切な助言指導は
行えた。

　新学習指導要領に基
づきながら、静岡北高
校の教育プログラムの
推進を図る。
　家庭学習（探究型学
習）の定着を図る。
　コース制の変更に伴
う、生徒の進路（コー
ス）選択に対して適切
な助言指導を行う。

設定された教育目標
にそい学校経営計画
書が作成され、それに
基づいた教育活動を
展開する。

教育目標、学校経営
計画書、教育活動

教員個々の検証・評価
は確実に行われてい
るが分掌、学年での総
合的な進捗確認・検証
が少ないので、その点
を強化する。

例年どおり、年度当初
には学校経営計画書
が作成され、それに基
づき教員個々の職務・
業務目標が設定され、
年度途中には進捗確
認、年度末には検証・
評価行われた。

　年度当初には学校経
営計画書が作成され、そ
れに基づき教員個々の
職務・業務目標が設定。
年度途中には進捗確
認、年度末には検証・評
価行われ、事業報告書
にまとめられた。

年度末には教育目標
がほぼ達成されている
が、年度初めの計画に
従い、年度途中での進
捗状況に遅滞が生ず
ることのないようにす
る。

ねらい 評価項目 達成目標 昨年度の実績 学校側の成果と課題 学校関係者からの意見
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領域 評価

組織
運営

4

研修 4

保護
者、
地域
住民
との
連携

4

施設
設備

4

総合評価 4

施設設備の美化と定
期的な点検を確実に
行い安全管理に努め、
生徒たちにしっかりとし
た学習環境を整備す
る。

効果的な施設利用と
環境美化、施設・設備
の点検、学習環境の
整備、図書館の活用

生徒・教職員ともに、
学習環境となる施設・
設備の維持・管理（美
化）と、節電・節水・節
約に対する意識を、学
校内だけに留まらず社
会的意識としても高揚
させる。

日常的に使用する施
設や用具、備品による
事故・怪我が起こらな
いようにチェック体制、
教職員の危機管理が
行えた。
節電・節約への取り組
みが行われた。

普段の清掃活動や移
動教室の際のエアコン
の電源管理の注意に
併せ、その積み重ねが
組織運営において大き
な効果を生むという意
識を持たせるよう指導
した。

日常的に使用する施
設や用具、備品による
事故・怪我が起こらな
いように、教職員の
チェック体制、危機管
理体制を構築していた
だきたい。

学校を支えてくれる保
護者の会や外部団体
との連携を強化し、学
校運営を側面から支
援してくれる組織の意
見を受け入れながら、
更なる本校の発展を目
指す。

保護者の会との情報
交換、学校運営に対す
る外部団体の参画、外
部要望の学校運営に
対する反映、保護者に
対する協力依頼

これまでの教育活動や
学校行事への支援・協
力に加えて、創立50周
年記念事業の一環で
ある記念式典や人工
芝の敷設を機に、保護
者や地域住民からの
理解や協力を得るとと
もに、今後の連携につ
いて検討し、新たな学
校作りを図る。

学校行事（文化祭・体
育祭）へ、年々保護者
（の会）からの支援、協
力（出席）が増えている
と同時に、学校との連
携も高まっている。地
域住民との連携はあま
り図られていない。

保護者の会との連携
は平穏な状況の戻っ
た。保護者の会主催の
環境整備活動や広報
誌も滞りなく終えること
ができた。

ねらいの原点に戻り、
学校を支えてくれる保
護者の会や外部団体
との連携を強化し、学
校運営を側面から支
援してくれる組織の意
見を受け入れる方法を
再構築し、静岡北高校
の更なる発展を目指し
ていただきたい。

学校の教育内容が問
われる時代、教職員の
資質向上が常に求め
られるので、計画的か
つ時代が求める教師と
なっていくための研修
を的確に実施し、各教
職員が個々のスキル
を上げていく体制作り
をする。また、研修内
容を共有化していくた
めのシステム作りをし
ていく。

計画的な研修体制の
確立、郊外研修への
参加、研修報告会の
実施

学校の教育内容が問
われ、教員の資質向
上が求められる中で、
時代が求める教員とな
ることと、各教員が
個々のスキルを上げて
いくために、教科指導
力と生徒指導力向上
のための研修を実施
する。

教職員の資質向上に
関する研修は継続して
実施された。その研修
を実施することで組織
として何を変えるかと
いった目的意識をしっ
かりと持って教員研修
が展開された。研修報
告会、フィードバック研
修も行い、スキルの維
持を確認することは不
足していた。

教科指導力と生徒指
導力を向上させるとい
う目的をしっかりと持っ
て教員研修が展開さ
れた。研修報告会、
フィードバック研修に関
しても、職員会議や各
教科部会等を通し確
実におこなった。生徒
の質や目標とする進
路、更に保護者の価値
観が多様化する中で
の教員としての高いス
キルが求められる。

多面的な問題発生が
予測される学校におい
て、教職員必須の研修
や、時流に即した研修
を計画していただき、
学校も生徒もリスク回
避をしていただきた
い。

組織的な校務分掌体
制を整え、規律をもっ
て教職員が服務を全う
しする。また計画的な
予算編成を中長期的
な観点を考え行い、日
常の経理業務を正しく
管理する。加えて個人
情報に関する管理、公
文書管理を適切に行
なう。さらに保護者・地
域と連携した活動を展
開する。

効果的な学校運営体
制の確立、組織的な校
務分掌体制、規律正し
い勤務体制、連携した
危機管理体制、計画
的な予算執行、中長期
計画の策定及び遂
行、経理業務の管理、
個人情報保護、公文
書の管理、情報収集
体制の確立等、効果
的な活用がされている
かチェック機能の確認
をする。

強い学校組織、校務分
掌体制の確立のため
に、外部のものの参照
と検証を図る。そこか
ら効果的な学校運営
体制の確立、組織的な
校務分掌体制、規律
正しい勤務体制、連携
した危機管理体制、計
画的な予算執行、経理
業務の管理、個人情
報保護、公文書の管
理、情報収集体制の
確立を検討する。

効果的な学校運営体
制の確立、組織的な校
務分掌体制、規律正し
い勤務体制、連携した
危機管理体制、計画
的な予算執行、中長期
計画の策定及び遂
行、経理業務の管理、
個人情報保護、公文
書の管理、情報収集
体制の確立等、活用
はされていたが、チェッ
ク機能の確認が遅れ
た。

効果的な学校運営体
制、組織的な校務分掌
体制、規律正しい勤務
体制、連携した危機管
理体制、計画的な予算
執行、中長期計画の
策定及び遂行、経理
業務の管理、個人情
報保護、公文書の管
理、情報収集体制の
確立等、チェック項目
の多い中大きなミスは
なく行われたが、組織
的な動きとしては一考
が必要である。

効果的な学校運営体
制の確立、組織的な校
務分掌体制、規律正し
い勤務体制、連携した
危機管理体制、計画
的な予算執行、中長期
計画の編制及び遂
行、経理業務の管理、
個人情報保護、公文
書の管理、情報収集
体制の確立等、効果
的な活用がされている
かチェック機能を高め
ていただきたい。

ねらい 評価項目 達成目標 昨年度の実績 学校側の成果と課題 学校関係者からの意見
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